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少年武道大会で 

＊11月、12月の税金＊

国民健康保険税（第3期）
納期限　12月1日（月）まで

固　定　資　産　税（第3期）
納　　期　12月16日（火）一12月25日（木）
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税金は豊かなくらしのパートナー　（遠賀南中学校2年　三好陽子さん）
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翻国連賀醒文化芸能大会
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請託一二三∴遥

私
が
小
松
方
正
で
す

剛
　
毎
年
恒
例
の
遠
賀
町
文
化
祭
が
、
十
一
月

間
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
言
問
、
中
央
公
民

剛
館
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

剛
　
三
晶
を
通
し
て
行
な
わ
れ
た
作
品
の
展

剛
示
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
や
形
を
し
た
陶
芸

剛
を
は
じ
め
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
バ
ッ
グ
や

熟

を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
作

品
は
、
年
々
と
レ

ベ
ル
が
高
く
な
り

プ
ロ
顔
負
け
の
物

も
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

会
場
の
一
角
で

は
、
お
か
あ
さ
ん

の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

で
お
な
じ
み
の
、

遠
賀
町
食
生
活
改

醤
推
進
会
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
健

麗
食
の
試
食
や
説

明
に
、
こ
れ
ま
た

賑
わ
っ
て
い
ま
し

た。
二
日
目
の
八
日

老
人
ホ
ー
ム
遠
賀
園
の
お
じ
い
ち
○
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
、
手
足
の
不
自
由
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
生
け
ん
命
演
奏
す
る
姿
が
、

と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

三
日
間
に
わ
た
っ
た
今
年
の
遠
賀
町
文
化

祭
も
、
九
日
の
午
後
四
時
す
ぎ
瑳
省
と
じ
ま

し
た
。
ま
た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
。

か
わ
い
い
人
形
や
ね
え

拍
手
、
拍
手
の
み
な
さ
ん

遠
賀
園
の
み
な
さ
ん
の
器
楽
演
奏
　
の
目
玉
行
番
は
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
か
わ
い
ら
し
い
紙
粘
土
人

形
、
新
装
開
店
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
と
見
ま

ち
か
う
ほ
ど
の
洋
服
が
並
ん
だ
洋
裁
、
和
裁

の
展
示
、
馨
の
書
道
に
生
花
の
基
本
、
そ

れ
に
今
年
初
出
展
の
ち
ぎ
り
絵
や
、
優
雅
な

手
指
友
禅
な
ど
も
加
わ
っ
て
、
一
段
と
展
示

俳
優
で
あ
り
レ
ポ
ー
タ
ー
の
草
分
け
で
も
あ

る
小
松
方
正
氏
の
「
役
者
の
く
ず
範
か
ら
」

と
題
す
る
文
化
講
演
会
で
す
。

拍
手
で
登
場
し
た
小
松
氏
が
、
「
く
す
舘

か
ら
と
い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
ま
る
め
て

捨
て
る
よ
う
な
話
で
す
が
」
と
皆
を
笑
わ
せ

陶
芸
の
廣
一
ホ

た
あ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
あ
の
顔
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

話
さ
れ
る
と
、
客
席
か
ら
は
終
始
笑
い
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

三
日
目
は
文
化
芸
能
大
会
が
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
六
十
一
も
の
唄
や
踊
り
な
ど
が
披

踵
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
浅
木
の
特
別
糞
護

T



溝養母毒苓

奈講義調査奈多

憲籍鴛藻貴意篤要

言韓馨突発襲撃蔓

醗頚畷饗議題

閣毎年役場庁重昂
で
行
な
わ
れ

る
遠
賀
町
菊
友
会
（
細
事
勉
含
蓄

主
催
の
菊
花
蜃
都
会
が
、
今
年
も

た
く
さ
ん
の
作
品
を
集
め
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
の
頭
ほ
ど

も
あ
る
大
輪
を
は
じ
め
、
あ
ざ
や
か
な
ケ
ン

ガ
イ
や
盆
栽
作
り
の
み
ご
と
な
菊
が
、
訪
れ

る
人
の
目
を
番
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
遠
賀

町
文
化
祭
の
あ
っ
た
十
一
月
九
日
は
、
た
く

さ
ん
の
見
物
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
品
作
晶
の
審
査
も
同
時
に
行
な

わ
れ
、
瑳
薬
改
良
普
及
所
や
役
製
薬
課
の

厳
正
な
審
査
の
結
果
次
の
方
々
に
各

蛍
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（敬称略）

宗
像
大
社
宮
司
賞

大
輪
　
　
老
良
　
添
田
太
陽

ケ
ン
ガ
イ
　
鬼
洋
　
本
田
　
園
雄

遠
賀
町
長
賞

福
　
助
　
　
　
鬼
　
津

遠
賀
町
商
工
会
会
長
賞

大
輪
、
ケ
ン
ガ
イ
　
新
町

大
輪
　
　
　
上
別
府

遠
賀
町
菊
友
全
会
賽

ダ
ル
マ
　
　
　
若
∴
松

大
輪
　
　
　
若
　
松

下
村
∴
∴
連

田
島
　
由
夫

横
田
　
博

宮
本
秋
三
郎

斉
藤
フ
ジ
子

－
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

野
中
池
（
千
代
丸
）
で
池
干
し

稲
刈
り
も
終
っ
て
一
息
つ
い
た
ポ
カ
ポ
カ

天
気
の
十
一
月
七
日
、
千
代
丸
の
野
中
池
で

池
干
し
が
あ
り
ま
し
た
。

が
、
ア
ミ
で
す
く
う
た
び
に
魚
が
は
ね
て
、

捕
獲
係
の
人
は
泥
だ
ら
け
で
す
。

ひ
と
し
き
り
大
物
を
と
っ
た
あ
と
は
、
ウ

ナ
ギ
か
き
の
出
番
で
す
。
数
人
が
膜
ま
で
泥

に
つ
か
っ
て
ウ
ナ
ギ
を
か
い
て
ゆ
く
ど
、
グ

ッ
と
す
る
手
ご
た
え
と
と
も
に
、
大
き
な
ウ

ナ
ギ
が
か
か
り
ま
し
た
。

朝
か
ら
か
か
っ
た
泥
と
水
と
魚
と
人
と
の

熱
戦
は
、
昼
す
ぎ
大
漁
の
ニ
コ
ニ
コ
で
幕
を

ど
じ
ま
し
た
。

入
質
の
み
な
さ
ん

若
∴
松

碧
－
松

鬼
　
津

虫
生
津

虫
生
津

木
　
守

木
　
守

木
　
守

鬼
　
浅
井
拙
ミ
ツ
エ

あ
そ
こ
に
も
お
る
は
い

数
日
前
か
ら
少
し
つ
つ
水
が
抜
か
れ
て
い

た
野
中
池
は
、
あ
と
少
し
で
底
が
見
え
そ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
の

水
を
魚
を
に
が
き
な
い
よ
う
に
抜
く
と
、
池

の
あ
ち
こ
ち
で
水
し
ぶ
き
が
上
が
り
、
「
あ

そ
こ
に
ウ
ナ
ギ
が
お
る
ぞ
」
、
「
あ
の
鯉
は

大
き
い
な
あ
」
、
「
亀
も
洗
い
と
る
」
と
苗

が
出
ま
す
。
人
手
名
義
係
と
捕
獲
係
に
分

け
て
、
ま
ず
抜
き
水
と
い
っ
し
ょ
に
流
れ
て

き
た
大
物
か
ら
獲
り
ま
す
と
　
五
十
セ
ン
チ

以
上
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
鯉
が
次
々
と

あ
が
り
、
カ
ゴ
は
す
ぐ
一
杯
に
な
り
ま
し
た

と
れ
た
と
れ
た

こ
の
日
の
漁
栗
は
、
五
十
セ
ン
チ
以
上
の

大
物
鯉
多
数
、
小
ぶ
な
、
小
鯉
は
野
菜
カ
ゴ

数
杯
、
ビ
ー
ル
ぴ
ん
く
ら
い
の
太
さ
で
一
メ

ー
ト
ル
以
上
の
大
ウ
ナ
ギ
数
匹
、
普
通
型
の

並
ウ
ナ
ギ
数
匹
で
し
た
。

み
な
さ
ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
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いめのス事”が拘わ物事プ

レ年末の犯罪に遭わないために1

留守を頼むことも忘れずに。

②多額の現金は、なるべく手元に撞かないよ

うに。通帳と印鑑は別々に保管を。

③混雑する場所へ行くときは、必要以上の現

金を持ち歩かない。

④大金を持ち歩くときは、複数で行動するな
ど細心の注憲を払

う。

⑤事や自転車を駐車
するときは、必ず

カギを掛けるよう

に。車の中には現

金など大切なもの

を置かない。

「今年中にこれだけは済ませておきたい」

「△△の料金は今年中に支払わなければ…」

年の瀬は、これもしなければ、あれもしな

ければと、なにかとあわただしくなります。

忙しさでつい家のカギを掛け忘れたり、大切

なものを置き忘れるなど、ちょっとしたe心

のスキ、ができやすいこの時期は、空き巣や

スi）にとって絶好の稼ぎ時です。

ドロボーは、あなたのちょっとした気のゆ

るみを狙っています。年末に空き巣やスi）な

どの被害に遭わないために、次のことに注意

してください。

①外出するときは、たとえわずかは時間でも

カギを掛ける。また、隣近所に一声かけて

八
人
が
優
秀
賞
に

－
i
オ
ア
シ
ス
運
動
と
家
庭
の
日
－

福
岡
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
が
募

集
し
て
い
ま
し
た
「
オ
ア
シ
ス
連
動
、

家
庭
の
日
」
の
作
文
と
ポ
ス
タ
ー
に
、

遠
賀
町
か
ら
は
八
人
が
優
秀
賞
に
、
二

十
四
人
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
、
十
一
月

二
日
（
日
）
福
岡
市
立
美
術
館
前
の
広

場
で
、
県
民
会
議
会
長
の
奥
田
福
岡
県

細
部
も
出
席
し
て
、
盛
大
に
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
町
か
ら
の
優
秀
賞
八
人
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

作
文
の
都

島
門
小
学
校
六
年
　
白
土
由
有
子

遠
賀
中
学
壁
一
一
年
　
松
井
　
滋

遠
賀
南
中
学
聖
二
年
目
石
由
紀
子

ポ
ス
タ
ー
の
部

島
田
小
学
校
三
年
　
嶋
立
　
久
人

遠
賀
中
学
校
二
年
　
進
藤
∴
∴
純

遠
賀
南
柏
学
校
三
年
岡
本
実
費

島
田
小
学
校
二
年
　
末
吉
啓
大

連
賀
中
学
壁
一
年
　
外
山
秀
治

広
域
行
政
組
合

職
員
　
募
　
集

防
衛
庁
職
員
募
集

▽
職
種
寮
母
　
（
一
人
）

義
貞
（
一
人
）

▽
受
験
資
格
∴
昭
和
幼
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
4
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

▽
受
付
期
間
　
1
2
月
同
日
～
1
2
月
2
4
日

▽
一
次
試
験
　
昭
和
6
2
年
1
月
下
旬
予

定

▽
間
合
先
詳
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
・

串
間
地
域
広
域
行
政
率
務

組
合
総
務
課
庶
務
係
＄
（

2
9
3
）
3
5
8
1
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
職
踵
車
両
輸
送
（
馨
）

学
名

▽
試
験
日
　
ュ
2
月
1
7
日
（
水
）
を
予
定

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で

教
養
（
筆
記
）
試
験

口
述
試
験

身
体
検
査

▽
申
込
聞
合
先
資
格
な
ど
の
詳
細
や

問
い
合
せ
は
、
航
空
自
衛
隊

第
三
術
科
学
校
総
務
課
人
事

班
（
芦
屋
町
芦
屋
1
4
5
5

の
1
）
　
禽
（
2
2
3
）
0

9
8
1
へ

、
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図竃館　　　　　三豊一易 

締着図書（一触） 

大蔵省主計局　　　　　　　　　　　　栗林良光著　講談社 
遠いアメリカ　　　　　　　　　　　常盤新平善　講談社 
砂の界へ　　　　　　　　　　　　　岸　恵子善　文芸書秋 

子どもの個性をどう伸ばすか　　　　　平井信義善　筑摩書房 
優しさという階段　　　　　　　　　灰谷健次蝕普　理論社 
やまLlを想う　　　　　　　　　朝日健康情報∴朝日新田社 

ことも・こころ・ことば　　　　　　松岡享子善　こくま社 

伊達政宗とその武将たち　　　　　飯田勝彦曹　新人物往来社 

インタビュー　中国女性事情　　　　　　韻　事欣昏　草風館 

締着図書（児筆） 弁慶　　　　　　谷葉介善金の星社 

やまなし　　　　　　　　　　　　宮沢賢治善　ペンギン社 
三百年したらきつと……　　　テイルマン・レーリヒ　倍率社 

学習まんが日本の歴史1－18　　　　　　　　　集英社 
むらの英雄　　　　　　　　　　　渡辺茂男善　ペンギン社 

ぼくがのせいたうみのなか　　　なかはらたつや善　こくま社 
うこくおもちゃ工作　　　　　　　　　高氏雅昭菅　小学館 

調
味
料

′－　　　　　　　　－ヽ

ウマトと
lヨマし

ろ待ち
Iズチ、
ソ　　ヤ塩

三三聾塵棚理非

I
i
や
－

ス
競
技
の
結
果

I
i
l
、
1
－
～
i
i
－
p
I
i
－

十
月
二
十
六
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
、
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
会

場
に
、
男
女
合
せ
て
三
十
人
が
参
加
し
て
、

第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
硬
式
テ
ニ
ス
競

技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
か
ら
雨
に
た
た
ら
れ
、
雨
中

の
熱
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
息
を

つ
か
せ
ぬ
ラ
リ
ー
が
く
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

汗
と
水
し
ぶ
き
と
雨
で
び
っ
し
ょ
り
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
優
勝
者
の
み
、
敬
称
略
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

大
嶋
　
正
一
、
平
川
末
広
　
組

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

秋
吉
　
栄
子
、
矢
野
寿
美
香
　
組

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
井
村
　
朱
記

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

永
松
　
政
利
、
堅
日
　
栄
子
細

お
か
あ
さ
ん
の

健
願
メ
ー
言
I

お
豆
腐
を
使
っ
て

豆
腐
　
コ
　
ロ
　
ッ
　
ケ

2

雑
∴
詠
　
　
　
池
田
　
重
刑
　
選

槌
音
は
窮
の
肉
よ
り
秋
の
雨

末
永
キ
ミ
桜

花
野
来
て
地
蔵
菩
薩
に
顧
ほ
ど
き百

島
千
代
女

鰯
雲
空
の
広
さ
を
き
わ
め
け
り

見
村
　
静
子

秋
風
に
輪
蔵
め
ぐ
る
こ
と
と
ど
め柴

田
と
も
子

周
囲
閣
圏
園
レ

「
み
か
ん
」
　
　
河
市
　
塙
琶
　
選

稲
刈
と
み
か
ん
の
出
荷
が
重
な
る
と
憾
話
を

く
れ
し
娘
の
身
さ
す
か
う
　
広
田
マ
ツ
ヨ

切
り
口
に
滴
る
は
か
り
酢
を
保
つ
か
ぼ
す
み

か
ん
は
し
る
く
匂
え
り
　
　
大
場
ト
シ
ミ

初
も
の
と
掌
に
せ
る
み
か
ん
は
柔
ら
か
く
線

の
こ
し
て
香
り
す
が
し
き
　
白
石
敏
子

登
り
こ
し
花
屋
城
址
に
憩
い
つ
つ
い
た
た
く

み
か
ん
は
口
に
す
が
し
き
　
井
口
　
紙
子

仏
壇
の
燈
明
ゆ
れ
て
お
供
え
の
み
か
ん
は
淡

さ
ひ
か
り
放
て
り
　
　
　
吉
開
　
銀
朗

材
　
料
（
五
人
的
）

豆
腐
（
木
綿
）

に
ん
じ
ん

か
ほ
ち
○

た
ま
ね
ぎ

パ
ン
粉

日

系
霧
、
パ
ン
粉

蕎
萱

作
り
方

①
豆
腐
に
熱
湯
を
サ
ン
と
と
お
し
て
、
ふ

き
ん
を
し
い
た
サ
ル
に
と
り
、
水
気
を

よ
く
し
ぼ
る
。

②
か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
は
ゆ
で
て
み
じ

ん
切
り
、
玉
ネ
ギ
も
み
じ
ん
切
り
に
す

る。
⑨
ボ
ウ
ル
に
豆
腐
、
野
菜
を
入
れ
て
混
ぜ

合
わ
せ
、
パ
ン
粉
、
塩
小
さ
じ
1
杯
弱

こ
し
ょ
う
少
々
を
加
え
、
つ
な
ぎ
の
た

め
に
卵
を
わ
り
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

④
⑤
で
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
た
わ
ら
型

ま
た
は
小
判
型
な
ど
に
形
を
撃
え
る
。

⑤
小
麦
粉
、
卵
、
パ
ン
粉
の
頂
に
つ
け
、

約
脚
度
に
熟
し
た
揚
げ
油
で
カ
ラ
ン

と
な
る
ま
で
揚
げ
る
。

⑨
つ
け
合
わ
せ
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
せ
ん
切
り

に
し
、
か
い
わ
れ
、
き
ゅ
う
り
、
ト
マ

ト
、
レ
モ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
皿
に
盛

る。

遠
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
会
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尾崎711番地

佐潟　明博　くん

條撃きんの三男）
昭和61年4月14日生

お兄ちゃんたちが走り回るの

を見て、もう布団の中で手をパ
タバタ足をピョコビョつ。

僕も、病気しらずのワンバク

ミ：ゝ1倍閣勘

合古賀781番地の17

塚原　永子　ちゃん

（轟享さんの二女）
昭和60年12月24日生

秘Cは小学4年のお姉さんが
いて、大好きな散歩によくつれ

ていってくれます。最近は、よ

く家に遊びにくるネコちゃんと

お友達になっちゃった。　　　坊主になるそ。

「元気な赤ちゃん」を募集しています

希望者は、ハカキに住所、父母の氏名、赤ちゃんの

名前（読みがなをふってください）と生年月日、続柄、

包詰番号を記入の上、遠賀町役場「元気な赤ちeん係」

までお出しくださいo対i祭は1薗i未満の赤ちゃんです。
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心
筋⑩塵

東
洋
医
学
に
つ
い
て
　
㈲

折
尾
　
田
中
達
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
と
な

っ
た
の
は
結
構
な
こ
と
で
す
が
、

さ
ら
に
寿
命
を
伸
し
国
民
の
健
康

を
守
る
に
は
、
西
洋
医
学
と
漢
方

医
学
が
互
い
に
短
所
を
捨
て
、
長

所
を
と
り
合
っ
て
、
一
層
す
ぐ
れ

た
医
学
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
先
生
の
意
見
に

は
全
く
同
感
で
す
。

す
な
お
に
私
の
考
え
に
賛
成
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
で
話
が
進
め
や
す
い
で
す
。
漢
方
医

学
に
は
先
腹
が
董
カ
し
て
作
っ
た
、
漢
方
独

特
の
術
語
が
難
解
で
耳
な
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
お
話
し
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

頂
上
惇
（
さ
い
じ
ょ
う
き
）

脇
下
情
（
さ
い
か
き
）

臍
か
ら
一
～
二
セ
ン
チ
上
、
ま
た
は
下
の

部
分
を
腹
の
底
に
向
っ
て
押
す
と
大
動
脈
の

拍
動
に
触
れ
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
に
体
力
が

衰
え
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
神
経
が
吊
っ
て

い
る
と
き
に
現
れ
ま
す
。
こ
の
症
状
の
と
き

何
の
処
方
を
使
う
か
ば
定
ま
っ
て
い
ま
す
が

略
し
ま
す
。

痕
血
（
お
け
つ
）

隣
の
周
囲
、
盲
腸
都
、
脇
の
下
、
S
字
状

態
脇
（
左
下
腹
部
で
大
便
の
た
ま
る
所
）
を

指
で
腹
の
底
に
向
っ
て
押
す
と
抵
抗
が
あ
り

更
に
強
く
圧
迫
す
る
と
上
下
に
ピ
ー
ン
と
ひ

び
く
圧
縮
を
訴
え
る
の
は
療
血
の
重
要
な

症
候
で
す
。
漢
方
で
は
、
「
血
」
と
は
血
液

や
リ
ン
パ
液
を
総
合
し
た
も
の
で
、
「
凍
」

と
は
停
滞
の
憩
味
で
す
。
血
液
が
う
つ
滞
す

町
内
風
景
版
画
ハ
ガ
キ
の

収
益
金
を
配
分

る
こ
と
に
よ
っ
て

起
る
症
状
で
す
。

世
間
で
は
「
ぶ
る

血
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、

適
切
な
表
現
と
思

い
ま
す
。
具
体
的

に
言
い
ま
す
と
、

月
経
の
異
常
、
便

秘
、
頭
橘
、
頭
恐
、

め
ま
い
、
健
忘
、

錯
乱
、
の
ぼ
せ
、

手
足
の
冷
え
や
ほ

て
り
、
出
血
傾
向

腹
部
の
膨
満
感
、

皮
ふ
の
荒
れ
な
ど

の
箆
状
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
注
慈
す

べ
き
こ
と
は
、
必

広
報
四
月
二
十
五

日
号
で
、
発
売
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
、
「
水
と
緑
の
お

ん
が
」
第
一
集
版
画

ハ
カ
キ
の
収
益
金
を

遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
遠
彗
一
団
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
福
岡

県
大
田
な
ど
に
配
分

す
る
贈
呈
式
が
、
こ

こ
の
ハ
カ
キ
は
版

画
家
の
片
山
正
信
さ

ん
の
協
力
で
、
町
内

各
所
の
風
景
版
画
を

刷
り
込
ん
だ
も
の

で
、
町
内
の
切
重
光

捌
人
組
合
鼠
の
店
で

販
売
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。
な
お
、
同

組
合
代
表
の
今
橋
由

助
さ
ん
か
ら
は
、
「

皆
さ
ん
の
こ
協
力
あ

i
の
ほ
ど
襲
町
貧
範
館
で
各
団
体
の

0
0
代
著
が
攣
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ず
採
血
か
ら
の
み
来
る
の
で
は
な
い
こ
と

で
す
。
壷
は
骨
盤
内
に
子
宮
、
卵
巣
、
膣
の

生
殖
器
官
が
あ
る
た
め
、
骨
盤
に
採
血
を
采

た
し
や
す
く
、
腰
痛
、
下
腹
痛
、
帯
下
、
排

尿
障
害
、
子
宮
不
正
出
血
、
さ
ら
に
下
肢
の

病
勢
感
、
下
肢
の
浮
腫
な
ど
を
訴
え
る
婦
人

が
多
い
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
唇
が
曙
赤
色
や

鮮
紅
色
を
呈
し
た
り
、
皮
ふ
に
う
っ
血
や
く

も
状
血
管
（
漢
方
で
は
細
緒
と
い
う
）
を
見

る
の
も
療
血
の
一
症
状
で
す
。

田
下
不
仁
（
さ
い
か
ふ
じ
ん
）

不
仁
と
は
麻
垂
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、

上
腹
部
に
比
べ
て
下
腹
蔀
が
カ
が
弱
い
こ
と

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
の
伝
言

が
あ
り
ま
し
た
。

感
覚
が
鈍
麻
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

臓
の
上
下
で
知
覚
の
遠
い
の
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
老
化
の
初
期
の
症
状
で
、

老
化
防
止
で
有
名
な
八
味
地
黄
丸
を
使
う
と

よ
い
の
で
す
。

腸
の
せ
ん
動
売
進

胃
下
垂
、
国
ア
ト
ニ
ー
の
症
状
が
か
な
り

進
ん
で
い
る
と
き
に
現
れ
る
症
状
で
す
。
本

人
が
腸
が
モ
ク
モ
ク
動
く
の
壱
自
覚
し
た
り

あ
る
い
は
腹
壁
が
舟
底
の
よ
う
に
へ
こ
ん
だ

と
こ
ろ
に
、
一
カ
所
も
り
上
っ
た
か
と
思
う

と
平
ら
に
な
り
、
ま
た
他
の
部
分
が
も
り
上

る
と
い
う
状
態
で
す
。

℡
マ
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12月のゴミ収集予定暴

匹春 �i木片顔、竹麺、木の葉、意などの ′くック、残飯類、断機、嬉峰、布 き九など 

月曜日 　と �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
広渡、道営、松ノ木、上別府、虫 生活、若葉台、英誌、東町、西町 

木　曜　日 
老良 

火曜日 と 金曜日 �別府、今古賀、遠賀Iii、新町、旧 停、中央、木守、浅木、東和苑、 広渡の一部、上別府の一部 

12月のし尿収集予定妻

収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

l（月） �西町、浅木の一部 �尾崎、若松 

2（火） �東町 �虫生津、上別府、（花園） 

3（水） �虫生津（新屋敬を含む）、東町 �広漠 

4（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

5（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭、別府、木守 

6（土） �虫生津、木守 � 

13（土⊃ �旧侍、鬼津、若松 � 

15（月） �旧停 � 

16（火） �遠賀IIi � 

17（水） �遠賀川、新町 � 

18（木） �新町 � 

19（金） �新町 �見浦 

20（土⊃ �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

22（月） �新町、広漠（中卒田） �島津、老良、上別府、別府、 鬼津（小鳥掛）、千代丸 

23（火） �新町、（ユニード前通り一都）、 新町、別府（高瀬） � 

4（水） 25（木） �上別府、浅木、出生津、鬼津 若松、別府 � 

今古賀、尾崎、別府 �鬼津、松ノ本、若松、遭宮 

6（金） �上別府、木守、鬼津、若松、 尾崎 � 

（土） �浅木 �老良 

28（日） �堂塔寺、道宮、若葉台 �今古賀、島津、浅木 鬼津（小鳥掛）、尾崎（蟹喰） 

29（月） � � 

骨
切
倒
し

◎
申
し
込
み

▽
場
所
役
場
祭
器
生
係
窓
口

▽
申
込
日
　
n
月
ュ
8
日
よ
り
受
付
中

▽
定
員
一
日
各
1
5
0
名

▽
申
し
込
み
手
続
役
場
保
健
衛
生
係
窓
口

ま
た
は
砥
話
に
よ
る
申
し
込
み

衝
（
2
9
3
）
⊥
2
3
4

▽
料
金
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
　
診

▽
期
日
と
場
所

。
1
2
月
2
日
（
火
）
　
由
夫
公
民
館

・
ュ
2
月
9
日
爽
）
　
暖
波
公
民
館

・
1
2
月
ュ
8
日
（
木
）
　
浅
木
公
民
館

▽
時
間
受
付
　
9
時
～
9
時
的
分

検
査
　
ュ
0
時
～

◎
期
　
日
　
工
2
月
3
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
的
時
5
0
分

▽
揚
　
所
役
塩
保
健
室

▽
対
象
者
生
後
1
カ
月
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
母
ヱ
圭
寝
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導

▽
料
　
金
　
箱

◎
期
　
日
　
1
2
月
ュ
0
日
（
水
）

▽
時
間
9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

役
場
保
健
室

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
な
ど
測
定
、
離
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査

セ
ッ
ト
の
配
布

無
料

一
歳
六
カ
月
児
検
診

▽
期
　
日
　
ェ
2
月
5
日
（
金
）

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
的
分
～
ュ
4
時

検
診
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
由
央
公
民
館

▽
対
象
者
　
1
歳
6
カ
月
～
1
哉
8
カ
月
児

（
昭
和
0
0
年
4
月
～
6
月
生
）

▽
内
容
身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

▽
持
珍
品
　
母
子
手
限
、
検
診
粟

▽
料
　
金
　
無
料

闘
圃
爛
闘
醐
闘

▽
期
　
日
　
ュ
2
月
1
日
（
月
）

▽
時
間
1
3
時
柳
分
～
ュ
5
時
0
0
分

▽
場
　
所
役
彊
室

▽
対
象
著
妊
産
婦

▽
持
参
晶
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
書

▽
内
容
垂
訓
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
無
料
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目 �隠 �行　　革　　内　　容 �時　間i �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

1 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 �7ページ 

区　　長　　会　　談 �13：30－ �中央公民聴 講∴義室 �企画調整係 �各地区区長 � 

2 �i 火 �子　宮　ガ　ン　検　診 � �中央公民館 �保健衛生係 �150人（申込者） 料金500円 �7ページ 

ち　ぎ　り　絵　教　室 � �中央公民館 �社会教育係 � � 

3 � �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保処衛生係 � �7ページ 

手　指　友∴禅∴教　室 � �中央公民館 �社会教育係 �手指友禅教室受誰生 � 

5 �金 � � �中央公民館 �保健衛生係 �60年4月－6月生 �7ページ 

6 �土 �人権啓発 　推進大会 � �i i 中央公民館 �【 福祉係 社会教育係 i � � 

7 �日 � � �議緯書館 �体　育　係 �受講生 � 

子　ど　も　の　集　い � �中央公民館 �社会教育係 �。寸劇。紙芝居 。指人形。手遊び歌 � 

9 �火 � � �広漠公民館 �保健衛生係 �150人（申込者） 料金500円 �7ページ 

10 �水 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保触衛生係 �生後3カ月－6カ月児 �7ページ 

11 �木 �念部。誓）相　談 � �公民館別館 �福祉係 杜　協 � � 

定例体育指導委員会 �19：00－ �i中央公民館 �体　育　係 �体育指導委員 � 

14 �日 �第22回 �9：00－ �総　合 運動公園 �体　育　係 �21も、5慮、10In � 


